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板
橋
区
立
大
山
小
学
校

地域探訪②

大
山
小
学
校
を
も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
!!

今
年
の
大
山
小
学
校
の
入
学
式
は
、
全
校
生
徒
が
１
人
の
新

入
生
を
迎
え
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
学
校
自
由
選
択
制
に

よ
り
、
大
山
小
学
校
以
外
の
近
隣
の
小
学
校
を
選
択
す
る
児

童
が
多
か
っ
た
結
果
で
す
。
そ
の
理
由
や
原
因
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
学
校
適
正
化
に
向
け
、
教
育
委
員

会
が
協
議
会
を
設
け
意
見
交
換
会
を
催
し
、
大
山
小
学
校
の

存
続
が
審
議
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

同
窓
生
の
思
い

４
月
１
日
の
仲
町
地
区
桜
ま
つ

り
に
は
大
山
小
学
校
同
窓
会
も
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
の

家
庭
科
室
で
２
０
０
食
分
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
販
売
し
ま
し

た
。
今
年
古
希
を
迎
え
る
１
期
生

を
先
頭
に
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
が

集
ま
り
、
30
㎏
の
お
米
を
炊
き
、

15
鍋
の
カ
レ
ー
ル
ー
を
作
り
ま
し

た
。
ひ
た
す
ら
お
米
を
洗
う
人
、

野
菜
の
皮
を
む
き
切
る
人
、
そ
し

て
炒
め
る
人
。
同
窓
生
だ
か
ら
こ

そ
の
息
の
あ
っ
た
楽

し
い
時
間
で
し
た
。

同
窓
会
が
家
庭
科

室
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
作
る
の
は
２
回
目

で
、
10
年
前
の
大
山

小
学
校
50
周
年
の
年

の
バ
ザ
ー
の
時
が
初

回
で
し
た
。
そ
し
て

20
年
前
の
40
周
年
の

時
は
こ
の
家
庭
科
室

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
鼓
笛
隊

の
衣
装
を
制
作
し
ま
し
た
。
型
紙

か
ら
裁
断
・
縫
製
・
ア
イ
ロ
ン
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
分
業
作
業
で
、
毎
日

授
業
終
了
時
や
空
き
時
間
を
利
用

し
て
３
学
年
分
の
衣
装
を
用
意
し

ま
し
た
。
今
で
も
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

で
目
に
す
る
と
当
時
を
思
い
出
す

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。思
い
出
深
い
家
庭
科
室
で
す
。

今
回
の
同
窓
会
の
桜
ま
つ
り
参

加
に
は
、
大
山
小
学
校
を
も
っ
と

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と
い
う
同

窓
生
の
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
大
山
小
学
校
12
期
の
卒
業

生
で
す
。
同
窓
生
と
し
て
、
ま
た

娘
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
大
山
小
学
校

の
存
在
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て

き
ま
し
た
。
最
近
で
は
板
橋
区
大

山
小
学
校
学
校
防
災
計
画
に
も
加

わ
り
、
大
山
小
学
校
の
位
置
や
環

境
、
設
備
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り

充
実
し
て
い
る
事
を
感
じ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
残
念
な
事
に
、
風
評

や
誤
っ
た
考
え
に
よ
り
、
大
山
小

学
校
の
人
気
が
低
迷
し
て
い
る
事

実
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
大
山
小

学
校
の
良
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

準備をする同窓生メンバー

大山小学校同窓会のカレーコーナー
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大
山
小
学
校
の
児
童
数
激
減
に
つ
い
て

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
仲
町
地
区
桜
ま
つ
り
が
自
粛
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
年
は
四
月
一
日
に
大
山
小
学
校
校
庭
と
区
立
板
橋
交
通
公
園
に
お
い
て

盛
況
裡
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
板
橋
交
通
公
園
で
は
仲
町
地
区
の
各
町
会
で
甘

酒
や
焼
き
鳥
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬
店
が
開
か
れ
、
大
山
西

町
町
会
で
も
御
汁
粉
と
い
そ
辺
焼
き
を
拵
え
て
販
売
し
て
好
評
で
し
た
。

又
、
大
山
小
学
校
校
庭
で
は
式
典
を
は
じ
め
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ト
ラ
ッ
ク
ス
ラ
イ

ダ
ー
（
大
き
な
す
べ
り
台
）、
児
童
館
コ
ー
ナ
ー
、
寺
小
屋
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
延

べ
五
千
五
百
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

大
山
西
町
町
会
に
と
っ
て
板
橋
交
通
公
園
と
大
山
小
学
校
は
夏
の
納
涼
盆
踊

り
大
会
や
秋
の
祭
礼
時
に
子
供
神
輿
・
引
き
太
鼓
（
山
車
）
の
休
憩
場
所
に
と

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
休
校
日
の
校
庭
開
放
に
は
大
勢
の
子
供
た
ち
で

賑
わ
い
、
学
童
保
育
に
は
他
校
の
子
供
た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。

隣
接
の
板
橋
二
中
も
立
派
な
校
舎
が
完
成
し
つ
つ
あ
り
、
新
装
成
っ
た
保
育

園
も
あ
り
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
学
校
で
す
。
災
害
や
通
学
途
中
の
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
い
ま
、
学
校
選
択
制
度
の
賛
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
身
近
で

安
心
・
安
全
な
地
元
の
小
学
校
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
度
は
新
入
生
が

一
人
で
も
多
く
入
学
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
を
考
え
る
vol・３
（
４
〜
５
ペ
ー
ジ
）
で
掲
載
の
避
難
方
法
チ
ャ
ー
ト

の
ほ
か
に
、
別
の
団
体
で
作
成
さ
れ
た
「
災
害
時
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト
」
の
西
町

町
会
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
、
発
行
元
の
ご
協
力
と
快
だ
く
を
い
た
だ
き
、
別
刷
り
に

て
作
成
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

大
山
西
町
町
会

会
長

後
藤
昭
雄

耐
震
構
造
工
事
も
完
了

大
山
小
学
校
は
防
災
の
為
の
耐
震
構
造

工
事
も
完
了
し
、
独
立
し
た
体
育
館
も
完

備
、校
庭
も
広
く
、学
童
保
育
や
ア
イ
キ
ッ

ズ
も
行
わ
れ
て
い
る
、
安
全
で
緑
豊
か
な

美
し
い
小
学
校
で
す
。
桜
ま
つ
り
の
前
日
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
材
料
を
３
階
の
家
庭
科

室
ま
で
運
ぶ
作
業
を
し
て
い
る
と
、
校
庭

開
放
で
学
校
に
遊
び
に
来
た
在
校
生
が
重

い
お
米
を
一
生
懸
命
両
手
に
抱
え
、
私
達

の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
明
日
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
楽
し
み
に
し
て
る
ね
」
と

可
愛
い
笑
顔
に
、
大
山
小
学
校
に
は
優
し

い
子
供
達
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

そ
し
て
こ
の
学
校
を
も
っ
と
も
っ
と
元
気

に
し
、
地
域
の
宝
物
に
し
な
け
れ
ば
と
痛

切
に
感
じ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
季
節

今
年
も
大
山
小
学
校
に
た
く
さ
ん
の
梅

の
実
が
実
り
ま
す
。
歴
代
の
先
生
方
の
思

い
が
込
め
ら
れ
た
木
々
が
見
事
に
花
開
き

実
を
結
び
ま
す
。

恒
例
に
な
っ
た
寺
子
屋
で
の
美
味
し
い

梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
が
楽
し
み
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

山
本
恵
子

PTA、卒業生も桜まつりに参加。大人気のコーナー

満開になった桜並木
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今
年
度
よ
り
大
山
小
学
校
に
副
校
長
と
し
て
昇
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
齋
木
義
仁
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
は
、
新
一
年
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
数
八
十
六
名
、
学
級
数
は
九
ク
ラ
ス
（
特
別
支
援

学
級
三
学
級
）
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

四
月
六
日
の
「
第
一
学
期
始
業
式
」
で

感
心
し
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
し
っ
か
り

話
を
聞
く
態
度
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
全

員
が
大
き
な
声
で
歌
う
す
ば
ら
し
い
校
歌

で
す
。　
　
　
　

本
校
は
、
全
校
児
童
が
兄
弟
姉
妹
の
よ

う
に
ふ
れ
あ
い
、
友
達
に
対
し
て
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
が
と
れ
る
や
さ
し
さ
に
包

ま
れ
た
学
校
で
す
。「
思
い
や
り
」
の
心
を

さ
ら
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
今
年
度
も
、

兄
弟
学
年
や
た
て
わ
り
班
活
動
な
ど
を
通

し
て
異
学
年
交
流
を
深
め
、
学
習
や
行
事

に
取
り
組
む
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
き
ま
す
。　
　
　

学
習
面
に
お
い
て
は
、
指
導
方
法
工
夫

改
善
の
た
め
の
加
配
教
員
を
生
か
し
、
一

人
一
人
に
き
め
細
や
か
な
指
導
を
し
、
基

礎
基
本
を
定
着
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
推

進
校
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
発
達
段
階
に
即
し
た
複
数
学
年
合
同

全
校
児
童
「
み
ん
な
仲
良
し
」（
大
山
小
学
校
の
教
育
）
副
校
長

齋
木
義
仁

体
育
や
体
育
的
活
動
を
行
っ
た
り
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
異
学
年
・
異
校
種
間
交
流
を

行
っ
た
り
し
て
、
豊
か
な
心
と
体
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

●
一
年
生
を
迎
え
る
会

○
四
月
十
七
日

新
一
年
生
と
全
校
児
童
で
交
流
し
ま
し

た
。
各
学
年
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
「
な
か
よ
く

な
ろ
う
」
を
し
ま
し
た
。

●
全
校
遠
足

○
四
月
二
十
五
日

城
北
中
央
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
片
道
一
時
間
も
の
距

離
を
友
達
を
気
遣
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

歩
き
通
し
ま
し
た
。

た
て
わ
り
班
で
整
列
ゲ
ー
ム
、
ボ
ー
ル

運
び
リ
レ
ー
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、

上
学
年
が
下
学
年
の
子
に
遊
び
方
を
や
さ

し
く
教
え
た
り
、
面
倒
を
み
て
あ
げ
た
り

し
な
が
ら
仲
良
く
活
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
お

や
つ
交
換
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

学
校
に
な
る
よ
う
に
、
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
目
標
を
持
ち
、
着
実
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
、
価
値
あ
る
教
育
活
動
を
実
践

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご

理
解
と
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

司会の子が指示した人数で集まり、
手をつないで丸くなって座ります。

負けたら最後尾につきます。

猛獣狩りに行こうよ

ジャンケンゲーム

全校遠足

たてわり班遊び
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防災を考える
vol.3

板
橋
区
町
会
連
合
会
仲
町
支
部
で
は
、
東
京
都

の
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
金
を
活
用
し
て
防

災
マ
ッ
プ
作
成
を
し
て
き
ま
し
た
。
西
町
町
会
も

こ
の
マ
ッ
プ
作
成
に
携
わ
り
、
町
内
地
域
の
再
確

認
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

三
月
に
防
災
マ
ッ
プ
が
完
成
し
、
西
町
町
内
全

域
に
配
布
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ

プ
を
参
考
に
各
家
庭
で
避
難
先
、
連
絡
方
法
等
を

話
し
あ
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
避
難
は
最
後
の
手
段
で
す
。
隣
近
所
お

た
が
い
助
け
あ
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
も
常
日
頃
か
ら
の
声
か
け
が
大
事
に
な
り
ま

す
。
西
町
町
会
内
に
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
み

な
さ
ま
で
町
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

次
ペ
ー
ジ
に
は
避
難
の
た
め
の
チ
ャ
ー
ト
を
掲

載
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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地域避難所指定の大山小学校
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避難方法

■避難するタイミング
●自宅が住める状況でない時（倒壊・損傷・火災など）
●周辺の火災が延焼してくる恐れがある時や、ガスなどの危険物が漏れている恐れのある時
●避難勧告・避難指示が出た時　など

■一時集合場所へ（各住民防災組織指定場所）
●情報伝達収集
●近隣相互の助け合い活動（消火・救出・救助・搬送・不在者確認など）
●集団形成による整然とした行動の確保　などを行います。
※避難が必要のない方も、可能な範囲で一時集合場所での各種活動へご協力ください。

■広域避難場所へ
●火の手がおさまるまで一時的に待機します。
※広域避難場所は、生活スペースではありませ
ん。火の手がおさまった後に、自宅での生活が
不可能な場合は、避難所へ避難することになり
ます。

■避難所へ
●基本的に自宅で生活ができなくなってしまっ
た方や、自宅で生活ができなくなる恐れのある
方などが避難します。

まち全体に火災が拡大する恐れがある場合

   注意

避難は最後の手段です！
自宅に被害がなく、電気や水道などのライフラインに多少の問題があっても、
住める状況であれば慣れ親しんだ自宅で生活しましょう。
そのためにも、日頃から水や食料・日用品などの備蓄品を各ご家庭で準備することが非常に重要です。

まち全体に火災が拡大する恐れがない場合

⬇⬇⬇⬇⬇

⬇⬇⬇⬇⬇

⬇⬇⬇⬇⬇

⬇⬇⬇⬇⬇

⬇⬇⬇⬇⬇

資料提供：板橋区危機管理室防災危機課

時間の経過・被害状況・地域の実情によって変わる場合があります。
状況に応じた避難をお願いします。

担当：黒坂

せきぐち店

デザイン・印刷関連業務
●名刺・ハガキ・チラシ・広告・パンフレット
　その他
●取材・撮影・デザイン・印刷・納品（地方納品可）
●ご相談・お見積もり無料

TEL/FAX.03-3973-4233
TEL.03-3956-0603
〒 173-0033 板橋区大山西町 63-3
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　4月1日（日）、仲町地区桜まつりが
2年ぶりに開催されました。

今年の仲町地区桜まつりは近年最高の人出となり
ました。小春日和の交通公園と大山小学校の校庭
では数々の催しが行われ、ほころび始めたさくら
の美しさを再認識した一日となりました。また各
町会の心のこもった出店をはじめイベントがたく
さんありました。わが西町町会もおしるこ、いそ
べやきで参加。たくさんのお客さんに喜ばれまし
た。お手伝いいただいた方々本当にありがとうご
ざいました。なお、今回は大山小学校の寺子屋運
営委員、PTA、同窓会の方々も参加し、大山小学
校のアピールをしました。

　4月6日（金）～4月15日
（日）の10日間、春の交

通安全運動が実施されました。西
町町会は、ヤマザキショップ関口
店さん前で交通安全の見守りを行
いました。関係者のみなさま本当
にお疲れさまでした。

4
1

4
6～

第24回　仲町地区桜まつり

春の交通安全運動

大忙しのメンバー 大山小学校寺子屋・PTA の咲かせよう !　コーナー
ファイヤートラックスライダー

（大きなすべり台）

おしるこ、いそべやきのコーナー

日大病院入口

想い出に残るお写真は……ミセスのための
セレクトshop

ブティック

TEL.03-3955-7927
TEL.03-3956-0164

〒 173-0033 板橋区大山西町 49-2 〒173-0033 　板橋区大山西町58-10

中島写真館
そば処  

営業時間
AM11:30～PM3:00／PM4:00～PM8:00

定休日
木曜日

 板橋区大山西町65－４

Tel　03－3956－４044

にしまち NEWS FLASH! ※大山西町の2012年春のニュースをお届けします



7 西町町会かわらばん　2012-05　第9号

　開店60年を迎えるブティックコンドーは、奥

様の近藤晴子さんの手作りのブラウスを販売する

ことから始まりました。素敵な製品の数々は大山

西銀座商店街でひときわ目を引きました。現在は

お嬢様のはるみさんが後を継ぎ、季節を先取りし

てウインドウを飾ります。

　今より少し挑戦してファッションを楽しんでい

ただけるよう、足を運んでくださるお客様をイ

メージしながら商品を仕入れるなど、幅広い層に

気配りされているハイセンスなお店です。

boutique　KONDO

定休日・営業時間
定休日：火曜日・水曜日

営業時間：午後２時～7時30分

板橋区大山西町49－2
Tel　03－3955－7927　

営業時間
ランチ　11：30～14：00（L.O.）
ディナー17：30～21：30（L.O.）

定休日
木曜日、第３水曜日

板橋区大山東町52－11　サンローズ小林Ｂ1
Tel　03（3579）1800

オステリア「イル チッチョーネ」

空調設備
一般電気設備　設計　施行

松下電気株式会社
〒173-0033

板橋区大山西町33-5

☎03-3955-3002

3月20日（火・祝）に大山小学校に町会の婦人部
で花を植えました。
とてもきれいに植え
ることが出来まし
た。大山小学校にお
越しの節はぜひご覧
ください。

大山小学校に花を植えました

TEL.03-3974-4001
〒173-0033板橋区大山西町58-10

有限会社　後藤商店

短期宿泊
WEEKLY RESIDENCE

ゴトウ
日大板橋病院より徒歩 2分

生活必需品をすべて揃え、一室を低料金で提供！

マチでうわさの

気になるお店

Cooking
カンタンクッキング

にんじんの蒸しケーキ
にんじんのオレンジ色が可愛くて、子ども達に人気のケーキです。にんじん特有のにお
いもなく、にんじん嫌いの人でも平気です。

［作り方］
１．にんじんの皮をむき、すりおろす。
２．にんじんとふるった薄力粉、砂糖、卵、シナモンパウダー、重曹、ベーキン
　　グパウダー、サラダ油、塩をきれいなオレンジ色になるまで泡立て器で混ぜ
　　合わせる。
３．この種をマフィンカップ（又はアルミカップ）等に入れて、蒸し器で25分
　　間蒸す。

［材料]
•にんじん ……………小1本100ｇ
•薄力粉 ………………………150g
•砂糖 …………………………125g
•卵 ………………………………2個
•シナモンパウダー ………小さじ1
•重曹 ……………………小さじ1
•ベーキングパウダー …小さじ1/2
•サラダ油 …………………100cc           
•塩 ………………………………少々



●今年もまた可愛いつばめに会えました。何千

キロの旅をして日本の我が家へ戻ってきました。

今子育ての真っ最中です。黄色いくちばしで餌

をねだるヒナが、板橋を十分満喫し、秋には暖

かい異国へ無事に元気で旅立ってほしいと願っ

ています。  （山本）

●かわらばん第9号が無事発行。今回は大山小

学校を特集しました。生徒数の減少により今後

学校運営がきびしくなりそうです。地域になく

てはならない避難所指定の学校だけにもっと元

気になってほしいと地域、卒業生、PTA一丸と

なって対応している様子を掲載させていただき

ました。ぜひ、町会の皆様も良いアイデアがあっ

たらお聞かせください。

防災を考えるvol.3では防災マップの完成と、避

難についてのアドバイスをチャート形式で掲載。

災害が起きたら慌てずに隣近所の連携をしっか

りとって行動することを心がけていきましょう。

  （黒坂）
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大山小学校PTAではアルミ缶の回収を毎日行っ

ています。場所は小学校の階段を上って入り口

のドアのところです。

写真を参照ください。

なお、中身は洗って

きれいにしていただ

けたらうれしいです。

1月28日（土）

和凧作り
　本物の和紙に思い思いの絵

を描いて、運営委員・保護者

の方々のアドバイスを受けな

がら仕上げました。

　出来上がった凧を校庭で揚

げてみました。子どもたちの

夢や希望をたくさん乗せた凧

が大山小学校の空へ高く舞い

上がるよう願いました。

2月25日（土）

スポーツフェスティバル
　23年度最後の

寺子屋の6年生

と一緒に楽しみ

ました。教職員

の方々にリード

して頂き卒業生

や元大山小の教

職員の方々を交

え総勢60人余り

の子どもたちが、ソフトバレーボールやドッジボールをして、寒

さを吹き飛ばすほどの熱気が体育館に満ち溢れていました。帰

りにはPTAのお母さんが用意してくれた温かな美味しい豚汁で

お腹を満たしました。思い出深い楽しいひとときになったことで

しょう。

　23年度は大山小学校での寺子屋を7回開催し、毎回30人余り

の子どもたちが参加しました。

　24年度もまた、子どもたちが楽しみな寺子屋を計画していく

予定です。地域の皆様も子どもたちの熱気を感じに、ぜひ遊びに

いらしてください。

大山小学校　寺子屋事業責任者　田渕真佐子

編　集　後　記 いきいき寺子屋（大山小学校）

製造所　板橋区大山西町24-9
ふくろう最中

販売者　豊島区池袋2-30-18
 お茶とのり　丸佐東京園

TEL03-3983-8755 FAX03-3983-1888

後藤会長宛

TEL 03-3974-4001
FAX 03-3974-5569

みなさんで会報を作りましょう！
投稿・ご意見大募集

アルミ缶回収のお知らせ

〒173-0033
板橋区大山西町58-13-101ハイツ大山

中華料理　いけ麺　天　竜
TEL03-3974-2948

テ
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